
11月15日 13:30-16:30

主催者あいさつ 【13:30～13:35】

令和６年

金

【会場】山口県産業技術センター 多目的ホール 宇部市あすとぴあ四丁目１番１号

【定員】５０名

データ分析技術分科会の活動方針について 【13:35～13:50】

名刺交換・意見交換・開放機器見学（希望者のみ） 【16:00～16:30】

急速にデジタル化が進む現在、膨大なデータを分析・活用する力が、製造プロセスの最適化や経営

判断、さらには社会活動において、成功のカギとなっています。その中、注目されている「データ駆動

（データドリブン）」のアプローチは、あらゆる分野で、その可能性を広げています。

そこで産業技術センターでは、データ分析技術を学び、データドリブンを実践することを目的とした

データ分析技術分科会を立ち上げました。

下記のとおり、第1回データ分析技術分科会を開催しますので、皆様のご参加をお待ちしています。

参加費:無料
※会員以外の方も参加できます

産業技術センター 技術報告会（電子技術分野） 【15:00～16:00】

◆ ３Ｄデータと画像処理を用いた鶏の体重推定手法について

◆ 麦の生育管理に資するデータ活用の検討

◆ 電子技術分野における開放機器の紹介

データ分析技術分科会は、データ分析技術の試行を通じて、データドリブンを実践することを

目指しています。その活動方針や開催方法などについて、ご説明いたします。

「製造現場DXに向けた運転データの分析・利活用」

講師 株式会社宇部情報システム ビジネスソリューション本部

デジタルエンジニアリング部 DX技術Ｇ スペシャリスト 山﨑 健一 氏

製造企業では、工場の運転データを最大限に活用し、工場全体の効率化と最適化を実現するための

様々な取り組みが活発に進められています。

その取り組みにあたり、運転データをどのように分析して活用するのか。設備保全、

生産技術の分野を対象に取り組みのステップと具体的な事例を紹介いたします。

特別講演 【13:50～14:40】

発表事例やこれまでの成果事例を、パネル展示しております。
マスコットキャラクター

エレック DB
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E-mail masuda@iti-yamaguchi.or.jp デ ー タ 分 析 技 術 分 科 会 

参加申込書 
締め切り：１１月１２日（火） 

企業･団体名  

参 加 者 
部署： 

氏名： 

 

E-mail※： 

参 加 者 
部署： 

氏名： 

 

E-mail※： 

参 加 者 
部署： 

氏名： 

 

E-mail※： 

参 加 者 
部署： 

氏名： 

 

E-mail※： 

※【任意】次回の分科会開催時に、メールでご連絡いたします。 

山口県産業技術センター案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

◆事務局・お問い合わせ 
〒755-0195  山口県宇部市あすとぴあ四丁目 1 番 1 号 

（地独）山口県産業技術センター 技術支援部 電子技術グループ
TEL：0836-53-5055 FAX：0836-53-5071 
E-mail：masuda@iti-yamaguchi.or.jp URL：https://www.iti-yamaguchi.or.jp/ 

※ご記入いただいた個人情報は適切に管理し、セミナーのご案内など弊所関連の活動の範囲内でのみ利用します。 

 

主催 ： （地独）山口県産業技術センター 

●JR 山陽本線新山口駅より約 18km 

 ・車で約 25 分 

●JR 宇部線床波駅より約 5km 

 ・車で約 10 分 

●山口宇部空港より約 8km 

 ・車で約 15 分 

●山陽自動車道 宇部 IC より約 4km 

 ・車で約 8 分 

●山口宇部道路宇部東 IC より約 3km 

 ・車で約 4 分 

参加申込ウェブページ 
https://www.iti-yamaguchi.or.jp/Webentry/sumato/1_data_analysis_technology/ 




